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高等学校における校内研修の活性化
－ 同僚性をはぐくみ組織の活性化を図る、演習を中心とした研修プログラムの構築 －

１ テーマ設定の理由

(1) 校内研修の必要性について

中教審答申(2006年７月)「教員に対する信頼の確立に向けて」によれば、「各学校においては、

魅力ある職場づくりを進めるため、教員同士が学び合い、高め合っていくという同僚性や学校文

化を形成することが必要である。このため、個々の教員の能力向上だけでなく、学校におけるチ

ームワークを重視し、全体的なレベルアップを図るという観点から、校内研修の充実に努める必

要がある。また、有機的、機動的な学校運営が行われるよう、校務分掌などの校内組織の整備や、

個々の教員の知識・経験を他の教員も共有できるような校内体制づくりを進めて行く必要があ

る」とある。校内研修の機能として、①教師一人一人の職能成長、②教師集団としての成長と協

働態勢の促進、③学校の経営、組織革新が挙げられているが、中でも校内研修を通じて学校にお

ける組織開発をいかに進めるか、大量退職時代を迎えて、若い教員を現場でどう育てるかが喫緊

の課題となっている現在、重要である。教職員一人一人に力があれば、組織としての力が向上す

るわけではなく、自分の意思が目標に反映されていることが実感でき、問題に向き合おうという

共通認識ができて初めて協働に向けての仕組みづくりができると考える。

(2) 高等学校における校内研修の実態

高等学校における校内研修は、年平均３回程度の実施で、実質研修時間は一回あたり60～90分

程度であり、小・中学校に比較すると少ない。内容も講義形式がほとんどであり、実習はＡＥＤ

など保健関係のものである。その理由として、部活動や補習のため共通して研修時間を確保する

ことが難しいことや、教科の専門性が高く、研修は自分でするものといった高校独自の風土が考

えられる。方法よりも内容重視の考え方が強いということも言える。

(3) 高等学校における校内研修の課題

全国高校教頭・副校長会研究集録によれば、「校内研修を活性化させる上で感じる課題」の主

なものとして、①テーマや内容によって職員のモチベーションに温度差がある、②行事や会議が

多く、研修の予定が入らない、③研修の効果や成果が測りにくい、④職員が受動的・消極的であ

る、⑤外部講師への謝金等の予算がない、などが挙げられている。

(4) 高等学校における校内研修での研修支援隊の利用状況

ここ数年で、高校から教育センターの研修支援隊への申込みが増えてきている。学校によって

は夏季休業中に１日かけて研修するところもあり、教職員全員の授業研究を３日間に渡って支援

したところもある。過去３年間の実施内容は、クレーム対応・危機管理、授業改善(授業研究、

言語活動、発問等)、評価、カリキュラムマネジメント、キャリア教育などである。授業改善に

関するものが最も多く、平成25年度は、言語活動の充実に関するものが４件であった。ただ、高

校からセンターへの研修支援の要請が増えてきたとはいっても、多くの高校では、年に３回、定

期試験期間の午後に60～90分程度の研修であり、全体での研修時間が大きく増えているわけでは

ない。その中でも、先生方が共通研修テーマに基づき演習・協議を行うものはさらに少ない。学

校の組織力を高めるためには、「個人の知」を「組織の知」に変えていくことが求められる。そ

の内容と質を規定するのがコミュニケーションであり、演習・協議を中心とした校内研修プログ

ラムが有効であると考える。

以上のことから、有用感が高く、すぐに効果が実感でき、主体的に取り組める、また、同僚性を

はぐくみ、学校組織の活性化を図るために、先生方の忌憚ない意見交換と情報共有、共通目標に向

けての協働の契機となるような校内研修プログラムを作成し、学校の課題や実情に応じて選択実施

してもらえれば、校内研修の活性化につながるのではと考えた。教科専門の壁が高い高校において、

校内研修への参加意欲を高めるためには、各教師の意向と個々の教師の課題を把握し、教職員全員

が取り組める研修を設定できるかが鍵となる。最終的には、センターの指導主事が出向かなくても、

各校の職員が主体となってできるようなガイドブックの作成を目標としたい。
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２ 校内研修活性化への取組案

(1) 高校校内研修年間プログラム(例)

４月 ○接遇１ 電話対応(外部、保護者) ロールプレイ及びビデオ撮影で確認

○接遇２ クレーム対応(外部、保護者)

５月 ○面談１ コーチング(二者面談、部活動指導)

○面談２ キャリアカウンセリング(進路指導)

○特別支援が必要な生徒への具体的対応

６月 ○年間指導計画と学習指導案の書き方

○授業評価

○授業研究 課題の把握

他科目の先生とチームを組んでテーマを決めて共同で指導案を作成し、授業を行う。

授業後は生徒の授業評価も加味して、ワークショップ型授業研究を行う。

(同一科目でチームを組まないのは、小規模校や教員数の少ない科目の実情を加味

し、より生徒目線で検討できるように)

共同研究テーマは、言語活動の充実、ＩＣＴの活用、学び合い、発問、評価等

※山形県教育センター(2011)の「授業研究ハンドブック高等学校版」によれば『先生方は、わかりや

すい授業をしてくれる』と評価した生徒は20％に満たず、一方『自分たちは、わかりやすい授業を

している』と回答した先生は60％を超えていたそうです。これだけ大きな乖離があるならば、教員

の視点のみによる授業改善は困難。

○評価について(指導と評価の一体化、多様な評価方法、基準と規準)

７月 ○道徳教育(主体的に考え、行動できる道徳的実践力の育成)

９月 ○危機管理について(事例演習 学校事故、防災)

○いじめ対応 予防と対処、いじめ防止プログラム(加害・被害・傍観者)

10月 ○カリキュラムマネジメント 学校の教育目標と各教科の連携、教育活動全般の見直し

○組織マネジメント 全職員による学校課題の把握・共有、活性化策の協議

11月 ○授業研究 課題の解決策・改善策の協議

(2) 重点コースの設定…年間３回の校内研修を実施する場合。研修目的の明確化。

○授業改善コース 年間指導計画と学習指導案の書き方・研究授業・評価

○危機管理コース 電話対応・クレーム対応・危機管理

○生徒支援コース コーチング・キャリアカウンセリング・特別支援

○マネジメントコース カリキュラムマネジメント・組織マネジメント・メンタルヘルスマネジメント

(3) 共通理解や合意形成を図るためのコミュニケーションを活用する研修の工夫

○ファシリテーターの育成(主事、主任以外の中堅職員も)

進行を務める司会者や、建設的な意見や気付きを促す質問者となり、積極的に意見交換が進

むような雰囲気づくりができる教員の育成。

○各種技法の習得

・新たな発想を取り入れる発散技法

自由連想法(ブレインストーミング)と強制連想法(マトリクス法・ＳＷＯＴ分析)

・未整理な内容をまとめる収束技法

ＫＪ法、ウェビング、クロス法、概念化シート、特性要因図

・経験・体験を深める態度技法 ロールプレイング、フィールドワーク
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【資料】
１ 校内研究等の実施状況に関する調査(2010) 国立教育政策研究所

○有効回答 公立高等学校254件(回収率75.6％) 私立高等学校77件(回収率47％)

〈主な調査回答項目〉

「教員間のコミュニケーションは十分である」

その通り(17.7％)、どちらかと言えばそう(58.7％)、どちらとも言えない(16.5％)

「学校全体で、問題点や課題を共有できている」

その通り(16.5％)、どちらかと言えばそう(62.6％)、どちらとも言えない(15.4％)

・校内研究のための全校的な組織が設置されている 高校26.8％

・研究テーマに即していくつかの部会が設定されている 高校8.3％

・研究推進のために、学年や教科チームが協力する機会がある 高校39％

・研究主任など校内研究を推進する担当者が決められている 高校37.4％

・学校として一つの研究テーマを設定し校内研究に取り組んでいる 高校35％

・個人で研究テーマを設定して、研究に取り組んでいる 高校12.6％

・全教員が研究授業を行うこととしている 高校25％

・教科や学年などの代表が研究授業を行う 高校47.3％

・授業時に指導案や略案を配付するが、事前検討は行っていない 高校49.8％

・研究テーマや授業に応じて､外部講師を招聘している 高校19.3％

２ 校内研修の活性化が進んでいる学校の教員の意識

・発言しやすく、「参加している」という実感がある。

・話合いの進め方が工夫され、中身の濃いものになっている。

・経験の浅い教員も進んで参加できる。

・話合いの方向をいつもきちんと出した上で、研修に臨んだのでゴールが明確であった。

・学年で共通理解ができていて、やらなくてはならないことが明確に分かっている。

・研修テーマ達成のための切り口等も共通理解されていた。

・研修テーマに対して具体的にやることを決め、実行しようとしている。

・目標とする生徒の姿を決め、それに向けて取り組んでいくことができている。

・(研究の成果を)自分の担当教科の日常の授業に活かすようにしている。

・分かる授業の日常化を求めている。

３ 校内研修活性化へ向けた考え方

○「共通理解」の段階で終わるのではなく、組織の全員が組織の目的や役割を十分理解し、取組へ

の意義や意欲をもち、「納得」して行動に移す状態、すなわち「合意」がなされた上で動き出す

組織でなくてはならない。

○「組織が先に存在しており、そこに人々が参画するととらえるのではなく、コミュニケーション

が組織化のプロセスの一部そのものである」

○時代の変化による新しいミッションの要請により、学校の新しいビジョンを確立するためには、

スクールアイデンティティを確立するための話合いや校内研修が必要であり、そのプロセスを

通して協働文化を創造するとともに、学校改善に向けての実践が展開される必要がある。



３「校内研修プログラム案」
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クレーム対応研修 (90分コース)

【研修のねらい】

・学校（教員）と家庭（保護者）等との間に起こり得るトラブルに備え、より良い関係を築く。

【研修の展開例】

１．講義 (40分)

(１) クレームについて

①クレームとは・・・クレームの定義を再確認

②ハインリッヒの法則など・・・クレームには背景があることを確認

③情報源として捉える・・・クレームを情報源として捉え活用する考え方を確認する

④現状を把握・・・クレームの増減の傾向や教員の抱える不安の傾向などを知る

(２) クレームへの対応

①接遇について・・・傾聴を中心とした接遇の重要性を確認

②タイプについて・・・クレームとその発信者のタイプと対応を知る

③クレームへの対応のプロセス・・・手順や基本事項の確認

④コミュニケーションについて・・・良いコミュニケーションの条件を確認

a)聴き方のポイント

b)話し方のポイント

c)良いコミュニケーションを行うための留意点・・・望ましくないフレーズを確認

⑤不信感・混乱を招く対応

⑥電話対応について・・・顔を合わせず行うコミュニケーションの留意点

２．演習 (35分) (ロールプレイ３事例 １事例…ロールプレイ５分、指導助言５分)

ロールプレイは代表者数名(若手中心)が全員の前で行う(他の先生は観察者として気付

きと改善意見を出し合う) 保護者役はベテランに

※過去に実際にあった事例で適当なものがあればロールプレイで使いたい。

(全員ロールプレイをする場合は、ＶＴＲ撮影し、声・表情等、自分の対応を確認してもらう)

３．振り返り 振り返り用紙記入(５分)、共有(５分)

４．まとめ(５分)

【備 考】

・事前調査

研修校で過去にどのようなクレームが寄せられたかを聞く。

教職員の実態を管理職に聞く。

・準備

振り返り用紙



クレーム事例カード①　校則・きまり

安全確保のために携帯電話をもたせたいのに、なぜいけないんですか。
なにかあったら、学校は責任をとれるんですか。

クレーム事例カード②　生徒指導

先生の指導が厳しすぎて、うちの子が不登校になってしまいました。
どうしてくれるんですか。

クレーム事例カード③　平等性

先生は、なぜ、うちの子ばかり悪者にするんですか。
ほかの子だって同じようなことをしているのに。

クレーム事例カード④　いじめ指導

ノートを隠されたり、机にいたずら書きされたりして子どもが学校に行く
のが嫌だと言ってます。先生にも相談したそうじゃないですか。

クレーム事例カード⑤　生徒間トラブル

うちの子が帰り道でケンジってやつに殴られてけがをしたぞ。
子どもと親に謝罪にこさせろ。

クレーム事例カード⑥　評価

通知表の行動面の評価に納得できません。うちの子はもっといい子です。
ほかの子の評価はどうなってるんですか。

クレーム事例カード⑦　学習指導

前の担任は宿題をたくさん出してくれたのに、先生はあまり出さないから
うちの子が家で全然勉強しなくなった。もっとしっかり指導してくれ。

クレーム事例カード⑧　安全体制

学校の遊具で、またケガをして帰ってきました。
学校の安全管理はどうなってるんですか。
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コーチング研修 (90分コース)

【研修のねらい】
・コミュニケーション能力の育成を図る。具体的には、次の能力の育成を目指す。

１．担任としてのクラス経営能力

２．主事・主任としてのマネジメント能力

【研修の展開例】
１ はじめに [概念形成Ⅰ（手法の理解）／５分／各自]

コーチングの概要について、別紙の 「資料１・資料２」 を読む 。

２ 共 有 [概念形成Ⅱ（スキルの確認）／１０分／２～３人]

①コーチングについて、 「資料１の１－１」 を確認する。 （３分）

②コーチングについて、 「資料２の１－２～４ を学び合う。 （７分）

３ 演習１ [スキル形成Ⅰ（聴く・認める）／１０分／２～３人]

テーマ（例）『最近でうれしかったこと』『自分の好きなこと、得意なこと』、他

「資料２の１－２」を参考に進める。

①全員（順番・分担分け） 共有 （２分）

②Ａさん クライアント役 話す （１分）

③Ｂさん コーチ役 同上 （聴く）

④Ｃさん ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ役 感想 （１分）

※②～④について、３人が行う

⑤全員（演習１の体験について 振り返り（２分）

４ 演習２ [スキル形成Ⅱ（話す（質問する）・フィードバックする／１５分／２～３人]

テーマ（例）『もし１０億円あったら』『将来実現したいこと』、他

「資料２の１－３・１－４」を参考に進める。（特に５Ｗ３Ｈを意識する）

①「資料２の１－３・１－４」の確認 （５分）

②演習１と同じ手順で進める。（１０分／以下③振り返りも含む）

③振り返り：視点＜質問と詰問、回答の広がり、新たな視点、相手の立場＞

５ 演習３ [スキル形成Ⅲ（セッションの実際）／３５分／２～３人で１回]

テーマ（場面例）『生徒との二者面談』『部活動の指導』『分掌運営』、他

「資料２の１－５」の流れ（①～⑪）に従って進める。

①役割の決定（順番） （２分）

→ｸﾗｲｱﾝﾄ（生徒・保護者・同僚）役、ｺｰﾁ（担任・同僚）役、ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ役

②各役割ごとの準備 （４分）

〇クライアント役 〇コーチ役

→テーマ『 』の決定 →「資料２の１－５」の手順確認

③コーチング開始 （２１分／７分×３人）

④終了後、ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ役の感想 （３分／１分×３人）

⑤体験について３人で振り返り （５分）

６ 振り返り [まとめ（振り返り）／５分／４～５人]

〇この時間を通して、よかったことは何ですか？ ［正味８０分＋調整１０分］

〇他にもあったらお話しください。

【備考】
・演習で３人のグループで実施する際には、クライアントとコーチ以外のもう一人は、観察役として

二人のやり取りを見て、感想を述べるなどアドバイスをする。
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（資料１：考え方編）

１－１ コーチングの基本

Ａ コーチングとは？

『相手の目標達成やパフォーマンス（成果・業績）向上のために、相手の味方になり、対話に

よって勇気付け、気付きを引き出し、自発的行動を促すコミュニケーション・スキル』

気付きが行動を生み出す！ 答えは相手の中にある！

Ｂ コーチングの三原則

① 双方向のコミュニケーション （お互いが聞いて話す）

② 継続的に関わる （一時的にではなく、フォローし続ける）

③ 相手に合わせてコミュニケーションをとる

（一人ひとりの違いに応じ個別対応する）

Ｃ コーチングとカウンセリングの違い Ｄ コーチングの仕組み

Ｅ コーチングの構造

①「聴く(認める)」「話す(質問)」「ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ」の構成 ②ＯＳＫＡＲモデルの構成

★Outcome : 目標

★Scale, Scaling : 測定

★Know-how : やり方

★Affirm : 肯定

★Review : 振り返り

②ＧＲＯＷモデルの構成

☆Goal : 目標

☆Reality : 現状把握

☆Resource : 選択肢(資源)

☆Options : 行動計画

（優先順位）

☆Will : 意思確認

※独立行政法人教員研修センター制作・著作「学校におけるコーチング」のＤＶＤを具体的な例とし

て用いるとさらに効果的です。（総合教育センター２Ｆ カリキュラムセンターで貸出しています）
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（資料２：スキル編）

１－２ 「聴く（認める）」スキル

①安心感・開放感・信頼関係を築く（ベース）

●ペーシング（同調） ：相手のスピードやテンポに合わせます。

●ミラーリング（鏡） ：相手の言動に合わせ、言葉や動きを表出します。

●言葉以外のメッセージ：ボディランゲージ、表情、瞳･視線、しぐさ、距離、タッチ

話し方・言い方、声の質、声のトーン、声の大きさ、声の強さ

②聴く ③認める（承認）

●うなずく ：うんうん（無音） ●適切な反応 ：そうですね、いいですね

●あいづち ：うんうん、なるほど、へえ ●言葉を繰り返す：疲れているんですね

●語尾の反復：（認めるに同じ、場面の違い） ●第三者の言葉 ：尊敬している人物を主語に

●最後まで聞く(沈黙)：考える時間の提供

●接続詞：それで？それから？他には？

×しかし×でも 例 「髪を切ったのですね」

○事実を伝える

聴く＝心できく ×似合っている（評価）

勝手な思いこみを手放して聴くことが大事 ※「ほめる」と「認める」は違う

１－３ 「話す（質問する）」スキル

☆こちら側の都合から質問するのではなく、相手が考え、話すために質問する☆

【クローズドクエスチョン】 【オープンクエスチョン】

●考えなくても答えられる「はい」「いいえ」 ●自由に話ができる

●答えるのが簡単 ●得られる情報量は多い

●確認できる ●相手の話を引き出しやすい

●特定できる ●相手の思考を促進させる

●得られる情報量は少ない ●考えなければ答えられない

●相手に緊張感を与えやすい ●聞き手の意図と異なった話の展開になり得る

●命令口調になりやすい

＜有効な場面＞ ＜有効な場面＞

・話のきっかけ作り ・相手の本音や、相手が意識していない答えを引き

・確定や決定を引き出すとき 出すときに有効

＜比較例＞ ＜比較例＞

「朝ごはんは、食べましたか！」 「朝起きたら何をしますか？」

「リンゴは好きですか」！ 「今の世界情勢は？」
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＜場面例＞ ＜場面例＞

（きっかけ作り） 自分(ｺｰﾁ)「ところでこの指導案、さらに工夫できる

自分(ｺｰﾁ)｢クラスうまくいってますか?｣ としたらどんなことができそうですか？」

先生(ｸﾗｲｱﾝﾄ)「はい、何とかやってます。」 先生(ｸﾗｲｱﾝﾄ)「そうですね。例えば・・・。」

自分「少しまとまりは出てきましたか？」 ･････････････････････････

先生「いいえ、まとまりというところまで 自分「いいですね。それはいつの授業で試せます

は、まだ・・・。」 か？」

（確認・決定） 先生「今度の月曜日の5時間目の授業でやってみ

自分「○○先生、水曜日出張でしたね。」 ます。」

先生「はい、そうです。」 自分「そう。やったらどんな反応がありそうか

自分「じゃあ授業変更が必要ですね。」 な？」

先生「はい、お願いします。」 先生「ＩＣＴを使い～ので、意欲的に授業へ向か

ってくれると思います。」

自分「他に、何か私に手伝えることはあります

か？」

先生「今のところは・・・特にないです。ありが

とうございます。」

１－４ 「フィードバックする」スキル

● I（アイ）メッセージ → 主語は「私」

「私には、あなたが本当にやりたいことは別にあるように聞こえてきます」

「私には、あなたが心から楽しんでいることが伝わってきます」

「私には、あなたが不安に感じているように感じとれます（受け取れます・見えます）」

（コーチが確認する場面）

「お話をうかがっていると、私には～のように感じ取れますが、そうですか？」

１－５ 「１０分間コーチング（解決構築）」の流れ

質問例 OSKARﾓﾃﾞﾙ GROWﾓﾃﾞﾙ

①「何の話ですか？」

②「それは、どうなったら最高ですか？」 （Ｏ） ［Ｇ］

③「最高を10点だとしたら、今は何点ですか？」 （Ｓ）

④「既にできていることや、うまくいっていることは何ですか？」 ［Ｒ］

⑤「他には？」「他には？」 ←水平（広げる） （Ｋ） ［Ｒ］

⑥それを「１点アップのためにできることは何ですか？」

⑦「他には？」「他には？」 ←垂直（深める） ［Ｏ］

⑧「私から提案してもいいですか？（～見えます）」（１回に１個／ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ）

⑨「何をやりますか？」 （「いつごろまでに達成できますか？」） ［Ｗ］

⑩「応援しています。」 （Ａ）

⑪「ここまで話してみて何を感じていますか？」

（⑫振り返り） （Ｒ）
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キャリア・カウンセリング研修（90分コース）

【研修のねらい】

・キャリア・カウンセリングの概要を理解する。

・キャリア・カウンセリングの実際について、演習を基にイメージを持つ。

【研修の流れ】

１．はじめに

(1) 研修のねらいを確認する。

(2) 「キャリア・カウンセリングとは」「キャリア・カウンセリング（開発的カウン

セリング）と治療的カウンセリング（心理的な治療）及び予防的カウンセリング

（問題の予防）との違い」について、違いを大まかに説明する。 １５分

２．演習１（２～３人のグループ）

(1) 進路指導での面談として、悪い例を提示し、問題点を洗い出し、付箋紙に書き込

み台紙に貼る。さらに、類似した内容の付箋紙ごとにまとめ、問題点を整理する。

※ 面談の悪い例としては、生徒の考えを否定し、教師の考えを一方的に押し付け

るようなものを例とする。

(2) 整理した問題について、どう改善したらよいかを改善シートに書き、改善策を共

有する。 １５分

３．講義

(1) キャリア・カウンセリングの目的

① 意思決定の支援（個々の生徒の価値観を明確にする）

② 自己理解の支援（個々の生徒の価値観を見直させ、経験を整理する）

③ 成長への支援（苛立ち、悔しさ、失望、自信喪失を成長のバネに変える）

(2) カウンセリングマインド：「傾聴」「受容」「共感的理解」

(3) キャリア発達とアセスメント 等 ２０分

４．演習２（３人１組でのロールプレイ）

生徒との面談を想定し、一人が担任（カウンセラー）、もう一人が生徒（クライア

ント）最後の一人が観察者（アドバイザー）となり、キャリア・カウンセリングを行

う。５分でカウンセリングを行い、２分で観察者はカウンセリングについてアドバイ

スをする。役割を交代しながらすべてがカウンセラーを経験する。 ２５分

５．まとめ・振り返り

(1) カウンセリング・マインドについて、振り返り（１０分）

(2) 共有（５分） １５分

【備 考】

○事前準備について

・付箋紙

・マジック

・演習１ワークシート（改善策検討シート、付箋貼付用シート）
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「キャリア・カウンセリング」研修振り返りシート

今回の研修で気がついたこと、分かったこと

「キャリア・カウンセリング」研修振り返りシート

今回の研修で気がついたこと、分かったこと
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「社会的・職業的自立に必要な能力を育成する

インターンシップの在り方」研修（90分コース）

【研修のねらい】

・キャリア教育に係る基本的事項（「キャリア」とは？「キャリア教育」とは？「働

く」とは？）を理解する。

・インターンシップが、基礎的・汎用的能力の育成につながるイメージを持つ。

・インターンシップ充実のための留意点について理解する。

【研修の流れ】

１．はじめに

(1) 研修のねらいを確認する。

(2) 研修の流れ（講義→協議→講義→振り返り）を確認する。 ５分

２．講義１「キャリア教育とインターンシップについて」

キャリア教育に係る基本事項 （「キャリア」とは、「キャリア教育」とは、「働く」

とは等）及びインターンシップについて確認する。 ２０分

３．協議「インターンシップで身に付けることができる能力とは」（４人グループ）

(1) 個人ワーク（５分）

協議用シートに、「インターンシップで身に付けることができる能力」を記入す

る。

(2) グループ協議（１５分）

(1)で記入した内容を基に、グループで協議を行う。

(3) グループ代表者が発表を行う。（１０分） ３０分

４．講義Ⅱ「キャリア教育で育成を目指す力「基礎的・汎用的能力」について」

発表内容と絡めて、キャリア教育で育成を目指す力「基礎的・汎用的能力」につい

て確認する。 １０分

５．講義Ⅲ「インターンシップ充実のための留意点」

インターシップの充実のための留意点について、具体例（事前・事後学習の充実、

実施中の指導の在り方等）を交えながら説明する。 １５分

６．振り返り・まとめ

(1) グループごとに振り返りを行う（各自１分程度）。

(2) 本日のまとめを行う。 １０分

【備 考】

○事前準備について

・協議用シート
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協 議 用 シ ー ト

個人ワーク：「インターンシップで身に付けることができる能力」とは？

グループ協議
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授業改善研修 (90分コース)

【研修のねらい】

・授業を通して生徒につけたい力が何かを再認識するとともに、他の教科・科目との共通項を見出

していく。

・上記を達成させるための実践事例を知ることで、授業力を高める。

・授業改善のために研究授業および授業研究会を行うことの重要性を理解する。

【研修の展開例】

１．はじめに(３分) 高校の授業改善をどう進めたらよいか(小・中との違い)

２．演習１ 授業を通して、生徒につけたいと思っている力(礼儀など学力以外でも可)を付箋１枚に

つき一つ書く」※付箋の粘着部が左側にくるようにして横書きで、左上に教科名を記入。(黄色の付

箋に５分で10枚を目標に)

３．演習２ 用意した台紙の「授業を通して生徒につけたい力」に書いた付箋を貼り付け、類似した

内容の付箋ごとにまとめて表題をつける。(10分)

表題例：礼儀、遵法精神、思考力、表現力、コミュニケーション力、技術力、忍耐力

４．演習３ 演習１で書いた力をつけるために授業で実践していることを、付箋１枚につき１つ書く。

(ある程度具体的に)※付箋の粘着部が左側にくるようにして横書きで、左上に教科名を記入。(黄色

の付箋に５分で10枚を目標に)

例：チャイムスタートチャイムエンド、実習ごとのレポートＡ４一枚、毎時間一分間スピーチ３

人ずつ、複数の資料から課題を読み取る演習

５．演習４ 台紙の右側の「そのために授業で実践していること」欄に演習３で書いた付箋を左側の

表題に対応するよう貼り付け、類似した内容の付箋ごとにまとめ表題をつける。(10分)

表題例：時間や締め切りを守らせる工夫、レポート提出・評価、口頭発表、レジュメ

・ワークシートの工夫、ＩＣＴの工夫

６． 演習５ 他班の演習シートを見て回る。(10分)

７． 講義(30分)

８． 振り返り用紙記入(５分) 共有(５分)

９． まとめ(７分)

【備 考】

・用意するもの（台紙、付箋、ストップウォッチ）
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授業改善研修 (90分コース)
～言語活動の充実～

【研修のねらい】
・「考える」→「書く」、「話す」、「聞く」、「読む」等の言語活動を通して研修することで、授業で

の有効性に気付いてもらう。

・教科内・教科外の先生方の授業実践について共通理解する。

・学年や教科間の連携など、学校組織としてカリキュラムの中に言語活動を効果的・計画的に位置

づけることの重要性について考えてもらう。

・効果的な言語活動の具体的事例について学び、各教科でどのような活動が有効か考えてもらう。

【研修の展開例】
１．はじめに（３分）「授業改善とは何か」

２．演習

各教科別グループ○班(30分)

(１) 各先生が実践している言語活動について下記事項①～⑥を、付箋(大)に書き込む。(５分)

①教科・科目名

②活動の種類・内容(～を読む、～について調べて書く、表にまとめる、感想を話す、話し合う

発表する、発表を聞いて評価する、プレゼンをする、等、ある程度具体的に)

③時間…１時間中でやる場合、どれくらいやっているか 少ない時で５分、多い時で20分等

④頻度…毎時間、３時間に１度、月に１度、学期に１度等

⑤実践上の課題・悩み やってみたがうまくいかない、どうすれば効果的な活動になるか

⑥できない、少ない理由 あまり実践できていない場合は、なぜできないかの理由を

(２) 付箋をホワイトボード上のシートに貼り、発表しあう。一人２分(12分)

(３) 他教科のシートを見合う。(自分の教科に生かせる実践を学ぶ)(10分)

３．教科混合グループ○班(25分)

（１）他科目の先生に授業で実施してほしい言語活動について下記事項①②を付箋(小)に書き込む。

できるだけ多くの教科について、その特性を踏まえて一つは書き込む。(10分)

①教科・科目名

②活動の種類・内容を具体的に

（２）付箋をＡ２別紙教科別に貼り付け、○で囲み教科名を書く。(２分)

（３）自分のグループの付箋を見合う。（３分）

（４）他グループのシートを見合う。(他教科・自分の教科への期待を知る)(10分)

４．講義 (20分)スライド使用

（１）言語活動の充実に関する基本的な考え方

（２）言語活動の充実を図るカリキュラム・マネジメント

（３）思考力・判断力・表現力を育むための学習活動と例

（４）高等学校での言語活動指導の留意点

（５）総合的な学習の時間での言語活動

（６）特別活動での言語活動

（７）言語活動の充実を図るために

資料 言語活動を充実させる指導と事例(中学校・高等学校)

５． まとめ (10分)

(１) 研修を通して、学んだこと気付いたことを振り返りシートに書き込む。(５分)

(２) グループ内でシェアする。(１分×４人＝４分)

(３) 終わりに

【備 考】
・用意するもの（台紙、付箋、ストップウォッチ）
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授業評価研修(６０分コース)

【研修のねらい】

・教師一人ひとりが自分の授業を振り返り、専門性を一層高め、より質の高い授業と生徒の力を伸ば

す授業づくりを目指す。

・自分の授業の課題や強みを把握し、それを基に新たな目標を設定して継続的な授業改善を図る。

【研修の展開例】

１ はじめに(３分)

高校の授業評価をどう進めたらよいか。授業改善にどのように生かすか。

２ 講義１（１０分）

新学習指導用要領における「観点別評価」について

（特に「表現」について従前の観点との違いを確認する）

３ 講義２（１０分）

普通教科（○○科）における「観点別評価・評価規準」について

観点別評価の参考例を提示

専門教科（〇〇科）における「観点別評価・評価規準」について

観点別評価の参考例を提示

４ 協議１（２５分）

各教科における「観点別評価」を意識した授業展開案と評価場面について

講義２及び国研資料（評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料）を基に、教

科毎で評価場面と評価方法及び評価規準（基準）案を作成する。

個人作成（１０分） → グループ協議（１０分） → 全体で発表・協議（５分）

５ まとめ（７分）

新学習指導用要領における「観点別評価」における「表現」活動を重視した授業実践例の紹介

（言語活動の充実に関する指導事例集【高等学校版】文科省）

６ 振り返り用紙記入（５分）

【備 考】

・事前に、別紙の資料１を用いて、授業の自己評価や資料２を用いて他者による評価を実施しておい

てもよい。



- 20 -

授業評価シート （資料１）

様々な観点から評価を行い，分析することで授業改善の成果を確認し課題を把握する。

実施日 平成 年 月 日（ ）

授業評価シート(自己評価用例)

教科 （科目）

単元名（題材名）

項 目 № 評 価 観 点 評 価

授業の準備 １ 実態に応じた教材（ICT・ﾜｰｸｼｰﾄ等）の工夫をしている Ａ Ｂ Ｃ

教材の工夫 ２ 発問・板書計画を作成している Ａ Ｂ Ｃ

３ 予想される反応を考え，対応した手立てを考えている Ａ Ｂ Ｃ

授業の充実 ４ 学習マナーや態度・姿勢等のしつけに配慮している Ａ Ｂ Ｃ

５ 学習意欲を喚起する活動を展開している Ａ Ｂ Ｃ

６ 基礎的な知識・技能の定着を図っている Ａ Ｂ Ｃ

７ 思考・判断・表現力を高める学習活動を設定している Ａ Ｂ Ｃ

授業の進め方 ８ 授業の始めに本時のねらいを示している Ａ Ｂ Ｃ

９ 生徒の発言を採り上げ，授業に生かしている Ａ Ｂ Ｃ

10 内容を理解するのに適切な速さで進めている Ａ Ｂ Ｃ

11 明瞭で聞き取りやすい話し方をしている Ａ Ｂ Ｃ

12 本時のねらいを達成している Ａ Ｂ Ｃ

生徒主体の 13 自ら学び，考える主体的な学習活動を設定している Ａ Ｂ Ｃ

授業の工夫 14 生徒が互いに学び合う活動を展開している Ａ Ｂ Ｃ

説明の分かりや 15 実態に応じた説明や指示をしている Ａ Ｂ Ｃ

すさ 16 学習の流れやポイントがよく分かる板書をしている Ａ Ｂ Ｃ

17 一貫性やまとまりのある授業内容にしている Ａ Ｂ Ｃ

生徒への接し方 18 良かった点をタイミング良く褒めるようにしている Ａ Ｂ Ｃ

19 個々の学習状況の把握に努め，適切に支援している Ａ Ｂ Ｃ

20 明るい表情，温かさ，ユーモアを心掛けている Ａ Ｂ Ｃ

『振り返り』

改善した点

課題

※評価のＡＢＣについては，Ａ(十分満足)，Ｂ(満足)，Ｃ(努力を要する)意味である。

それぞれの項目について具体の評価規準を定める必要がある。

(例)実態に応じた教材（ICT・ﾜｰｸｼｰﾄ等）の工夫をしている

Ａ…意欲・関心，技能に加え，思考・判断・表現力を高めるのに適した教材を工夫している。

Ｂ…生徒の意欲・関心もしくは技能を高めるのに適した教材を工夫している。

Ｃ…教材が生徒の実態に合っていない。
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授業評価表（他者評価用） （資料２）

記入者：氏 名

授 業 実 施 日 指 導 者

年 組 生 徒 数

教 科 ・ 科 目 単 元 等

観 点 評 価

１ 授業の内容が生徒の興味関心をひくものだったか ５ ４ ３ ２ １

２ 授業の内容は生徒のレベルにあったものであったか ５ ４ ３ ２ １

３ 授業の内容に一貫性・まとまりがあったか ５ ４ ３ ２ １

４ 授業の主題やねらいがはっきりしていたか ５ ４ ３ ２ １

５ 内容を理解するのに適切な速さで進められていたか ５ ４ ３ ２ １

６ 問題意識を刺激するような工夫がなされていたか ５ ４ ３ ２ １

７ 提示資料や配布物は、分かりやすく役立つものだったか ５ ４ ３ ２ １

８ 板書は見やすく、分かりやすいものだったか ５ ４ ３ ２ １

９ プロジェクタやビデオ等の視聴覚機器は、有効であったか ５ ４ ３ ２ １

10 話し方は、明瞭で聴き取りやすかったか ５ ４ ３ ２ １

11 分かりやすく教える工夫をしていたか ５ ４ ３ ２ １

12 一方的でなく、生徒の思考や発言をうながしていたか ５ ４ ３ ２ １

13 助言や指示は簡潔で適切に行えたか ５ ４ ３ ２ １

14 学習マナーや態度・姿勢等の躾に配慮していたか ５ ４ ３ ２ １

15 熱意を持って授業を行っていたか ５ ４ ３ ２ １

16 表情に明るさや温かさ、ユーモアが感じられたか ５ ４ ３ ２ １

17 生徒は授業に集中していたか ５ ４ ３ ２ １

18 生徒の学習活動は活発で、よく発言・発表をしていたか ５ ４ ３ ２ １

19 生徒は学習内容をよく理解したか ５ ４ ３ ２ １

20 授業のねらいが達成できたか ５ ４ ３ ２ １

（評価できない観点は３とする） 観点別評価 合計点 １００

５（かなり高いレベル） ４（やや高いレベル） ３（標準的なレベル）

２（やや低いレベル） １（かなり低いレベル）

・よかったと思われる点

・悪かったと思われる点

・その他
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道徳教育研修 (90分コース)

【研修のねらい】

・ 中学校における道徳教育についての理解を深め、その価値項目を基にして、ＬＨＲでの高校道徳

の授業を個人やグループ活動で構想し、実践への具体的なイメージをふくらませます。

【研修の展開例】

１ はじめに 本日の研修のねらいを確認する。

(３分)

２ 講義１ 中学校における道徳教育についての理解を深める（中学校道徳内容項目の確認、

(12分) 「私たちの道徳」の紹介等）。

３ 演習１ ＜道徳教育構想演習「ＬＨＲにおける道徳の授業を構想する」１＞

(個人・15分) 「読み物資料」や「私たちの道徳」を基に、ＬＨＲ（テーマ:法や社会のルー

ルを考える）における授業を構想する。まず、演習のねらいや進め方についての

説明を受ける（５分）。その後、各受講者は資料の読み込みを行い（５分）、各自

で構想を練る（５分）。

４ 演習２ ＜道徳教育構想演習「ＬＨＲにおける道徳の授業を構想する」２＞

(班・30分) 各班で協議しながら、指導計画を作成する。

５ 発表 各班代表者が発表を行う。

(10分)

６ まとめ 高等学校・中等教育学校における道徳教育の推進にあたり、押さえておくべき

(15分) 事項について確認しながら、講評を行う。

７ 振り返り 振り返り用紙を記入し、交流する。

(５分)

【備 考】

・資料１ 「中学校学習指導要領 道徳 内容項目」

・資料２ 「読み物資料」（『闇の中の炎』）、「資料分析表」

・資料３ 「私たちの道徳」（『二通の手紙』）、「指導例」



◆
中
学
校
道
徳
目
標
（
学
習
指
導
要
領
よ
り
）

第
３
章

道
徳

第
１

目
標

道
徳
教
育
の
目
標
は
，
第
1
章
総
則
の
第
1
の
2
に
示
す
と
こ
ろ
に
よ
り
，
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
，
道
徳

的
な
心
情
，
判
断
力
，
実
践
意
欲
と
態
度
な
ど
の
道
徳
性
を
養
う
こ
と
と
す
る
。

道
徳
の
時
間
に
お
い
て
は
，
以
上
の
道
徳
教
育
の
目
標
に
基
づ
き
，
各
教
科
，
総
合
的
な
学
習
の
時
間
及
び
特
別
活

動
に
お
け
る
道
徳
教
育
と
密
接
な
関
連
を
図
り
な
が
ら
，
計
画
的
，
発
展
的
な
指
導
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
充
，
深
化
，

統
合
し
，
道
徳
的
価
値
及
び
そ
れ
に
基
づ
い
た
人
間
と
し
て
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
覚
を
深
め
，
道
徳
的
実
践
力
を

育
成
す
る
も
の
と
す
る
。

◆
中
学
校
道
徳
内
容
項
目

１
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と
。

(
1
)

健
康
・
節
度
・
生
活
習
慣

望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
，
心
身
の
健
康
の
増
進
を
図
り
，
節
度
を

守
り
節
制
に
心
掛
け
調
和
の
あ
る
生
活
を
す
る
。

（
2
）
希
望
・
勇
気
・
強
い
意
志

よ
り
高
い
目
標
を
目
指
し
，
希
望
と
勇
気
を
も
っ
て
着
実
に
や
り
抜
く
強
い

意
志
を
も
つ
。

（
3
）
自
律
・
自
主
性
・
誠
実
・

自
律
の
精
神
を
重
ん
じ
，
自
主
的
に
考
え
，
誠
実
に
実
行
し
て
そ
の
結
果
に

責
任

責
任
を
も
つ
。

（
4
）
真
理
・
真
実
・
理
想
の
実

真
理
を
愛
し
，
真
実
を
求
め
，
理
想
の
実
現
を
目
指
し
て
自
己
の
人
生
を
切

現
り
拓
い
て
い
く
。

（
5
）
向
上
心
・
個
性
伸
長

自
己
を
見
つ
め
，
自
己
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
，
個
性
を
伸
ば
し
て
充
実

し
た
生
き
方
を
追
求
す
る
。

２
主
と
し
て
他
の
人
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

(
1
)
礼
儀

礼
儀
の
意
義
を
理
解
し
，
時
と
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
動
を
と
る
。

（
2
）
人
間
愛
・
思
い
や
り

温
か
い
人
間
愛
の
精
神
を
深
め
，
他
の
人
々
に
対
し
思
い
や
り
の
心
を
も
つ
。

（
3
）
友
情
・
信
頼

友
情
の
尊
さ
を
理
解
し
て
心
か
ら
信
頼
で
き
る
友
達
を
も
ち
，
互
い
に
励
ま

し
合
い
，
高
め
合
う
。

（
4
）
男
女
理
解
・
異
性
観

男
女
は
，
互
い
に
異
性
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
深
め
，
相
手
の
人
格
を

尊
重
す
る
。

（
5
）
寛
容
・
謙
虚
・
個
性
尊
重

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
立
場
を
尊
重
し
，
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方

が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
，
寛
容
の
心
を
も
ち
謙
虚
に
他
に
学
ぶ
。

（
6
）
感
謝

多
く
の
人
々
の
善
意
や
支
え
に
よ
り
，
日
々
の
生
活
や
現
在
の
自
分
が
あ
る
こ
と
に

感
謝
し
，
そ
れ
に
こ
た
え
る
。

３
主
と
し
て
自
然
や
崇
高
な
も
の
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

(
1
)
生
命
尊
重

生
命
の
尊
さ
を
理
解
し
，
か
け
が
え
の
な
い
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
。

（
2
）
自
然
愛
・
畏
敬
の
念

自
然
を
愛
護
し
，
美
し
い
も
の
に
感
動
す
る
豊
か
な
心
を
も
ち
，
人
間
の
力

を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
深
め
る
。

（
3
）
強
さ
・
気
高
さ
・
生
き
る

人
間
に
は
弱
さ
や
醜
さ
を
克
服
す
る
強
さ
や
気
高
さ
が
あ
る
こ
と
を
信
じ

喜
び

て
，
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
喜
び
を
見
い
だ
す
よ
う
に
努
め
る
。

４
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

(
1
)
法
や
き
ま
り
・
権
利
と
義

法
や
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
，
遵
（
じ
ゅ
ん
）
守
す
る
と
と
も
に
，
自
他

務
の
権
利
を
重
ん
じ
義
務
を
確
実
に
果
た
し
て
，
社
会
の
秩
序
と
規
律
を
高
め

る
よ
う
に
努
め
る
。

（
2
）
公
徳
心
・
社
会
連
帯

公
徳
心
及
び
社
会
連
帯
の
自
覚
を
高
め
，
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
努
め
る
。

（
3
）
正
義
・
公
正
・
公
平

正
義
を
重
ん
じ
，
だ
れ
に
対
し
て
も
公
正
，
公
平
に
し
，
差
別
や
偏
見
の
な

い
社
会
の
実
現
に
努
め
る
。

（
4
）
社
会
的
役
割
と
責
任

自
己
が
属
す
る
様
々
な
集
団
の
意
義
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
，
役
割
と
責

任
を
自
覚
し
集
団
生
活
の
向
上
に
努
め
る
。

（
5
）
勤
労
・
奉
仕

勤
労
の
尊
さ
や
意
義
を
理
解
し
，
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
，
公
共
の
福
祉
と

社
会
の
発
展
に
努
め
る
。

(
6
)
家
族
愛

父
母
，
祖
父
母
に
敬
愛
の
念
を
深
め
，
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て

充
実
し
た
家
庭
生
活
を
築
く
。

（
7
）
愛
校
心

学
級
や
学
校
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
，
教
師
や
学
校
の
人
々
に
敬
愛

の
念
を
深
め
，
協
力
し
て
よ
り
よ
い
校
風
を
樹
立
す
る
。

（
8
）
郷
土
愛
・
先
人
へ
の
感
謝

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
郷
土
を
愛
し
，
社
会
に
尽
く
し

た
先
人
や
高
齢
者
に
尊
敬
と
感
謝
の
念
を
深
め
，
郷
土
の
発
展
に
努
め
る
。

（
9
）
愛
国
心
・
伝
統
と
文
化

日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
国
を
愛
し
，
国
家
の
発
展
に
努
め
る
と
と

も
に
，
優
れ
た
伝
統
の
継
承
と
新
し
い
文
化
の
創
造
に
貢
献
す
る
。

(
1
0
)
国
際
理
解

世
界
の
中
の
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
，
国
際
的
視
野
に
立
っ
て
，
世

界
の
平
和
と
人
類
の
幸
福
に
貢
献
す
る
。
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闇 の 中 の 炎

「 あ あ 、 だ め だ 。 」

理 沙 は 、 描 き か け の ス ケ ッ チ ブ ッ ク を ビ リ ビ リ と 破 っ た 。

明 日 が コ ン ク ー ル に 出 す 作 品 の 下 絵 を 提 出 す る 締 切 な の に 、 全 然 描 け な い 。 そ れ ど こ ろ か 題

材 も ア イ デ ィ ア も 浮 か ば な い 。 理 沙 は 大 き く た め 息 を つ い た 。

去 年 の 作 品 は 自 分 で も 手 応 え が あ っ た 。 先 生 も す ご く 褒 め て く れ て 、 来 年 は 入 賞 を 目 指 せ る ５

よ っ て 励 ま し て く れ た 。 期 待 し て く れ て る の に 。 今 年 は 出 品 す ら で き な い か も し れ な い 。

不 安 と 焦 る 気 持 ち を 打 ち 消 す よ う に 、 理 沙 は 本 棚 か ら 一 冊 の 本 を 取 り 出 し た 。 先 週 行 っ た 絵

画 展 で 父 に 買 っ て も ら っ た 画 集 だ 。 パ ラ パ ラ と め く っ て い く 理 沙 の 手 は 、 あ る ペ ー ジ で 止 ま っ

た 。 理 沙 の 目 は そ の ペ ー ジ に 釘 付 け と な っ た 。 暗 い 夜 の 闇 の 中 に 、 赤 い 炎 が 燃 え て い る 。 そ の

炎 の 周 り を 囲 ん で 座 る 人 々 の 姿 が 描 か れ た 版 画 だ っ た 。 1
0

た ち ま ち 理 沙 の 中 に 、 一 つ の イ メ ー ジ が 浮 か ん だ 。 火 と 、 そ れ に 引 き つ け ら れ る 人 々 。 理 沙

は ス ケ ッ チ ブ ッ ク を 取 り 出 す と 、 一 心 不 乱 に 描 い て い っ た 。 描 け る 。 こ れ な ら き っ と 。

翌 日 、 理 沙 は 美 術 部 の 先 生 に 下 絵 を 見 せ た 。

「 こ れ は 素 晴 ら し い ね 。 さ す が 庄 司 さ ん だ 。 」

「 あ り が と う ご ざ い ま す 。 頑 張 り ま す 。 」 1
5

「 こ の 絵 は 何 を 描 い た も の な の 。 テ ー マ は 何 ？ 」

問 わ れ て 、 一 瞬 、 理 沙 は 言 葉 に 詰 ま っ た 。

「 あ の 、 え ー と 、 去 年 の 夏 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー に 行 っ て 、 そ の 時 の 思 い 出 を … … 。 」

「 な る ほ ど 、 そ う か 。 こ れ は 仕 上 が り が 楽 し み だ 。 タ イ ト ル は ？ 」

「 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー の 夜 、 で す 。 」 20

思 わ ず 口 に し て し ま っ た が 、 意 外 に い い タ イ ト ル か も し れ な い 。 理 沙 は 嬉 し く な っ た 。 頑 張 っ

う れ

て 作 品 を 仕 上 げ よ う 。 絵 の 具 を 混 ぜ る 理 沙 の 心 は は ず ん だ 。

「 理 沙 、 何 や っ て る の 。 」

有 紀 の 声 に 教 室 か ら 窓 の 外 を 見 て い た 理 沙 は び く っ と し た 。 校 庭 で は サ ッ カ ー 部 が 練 習 を 始

め て い る 。 有 紀 は い つ ま で も 美 術 室 に 来 な い 理 沙 を 呼 び に 来 た の だ 。 作 品 は 順 調 に 仕 上 が っ て 2
5

き て い る 。 同 じ 美 術 部 の 有 紀 も 「 い い ね 。 」 と 楽 し み に し て く れ て い る 。 だ か ら 来 る の が 遅 い

理 沙 が 気 に な っ た の だ ろ う 。 締 切 は 迫 っ て い る 。

だ が 数 日 前 か ら 、 筆 を 持 つ 理 沙 の 手 は 止 ま り が ち に な っ て い た 。 色 を 作 る 時 、 キ ャ ン パ ス に

絵 筆 を の せ る 時 、 理 沙 の 心 に 何 度 と な く 、 あ る 声 が 聞 こ え て く る の だ 。

こ れ で い い の か し ら 。 な ん だ か 人 の 絵 を 真 似 し て る み た い 。 3
0

う う ん 、 と 理 沙 は 思 わ ず 首 を 横 に 振 っ た 。 別 に 全 部 真 似 し た わ け じ ゃ な い 。 画 集 を 見 て い て

自 分 の ア イ デ ィ ア が 浮 か ん だ だ け 。 あ の 作 品 は 版 画 だ っ た し 、 私 の は 油 絵 。 タ ッ チ も 構 図 も 違

う 。 全 然 印 象 が 違 う 。 自 分 の 絵 に は 別 の テ ー マ も あ る 。

手 が 止 ま る た び に 、 理 沙 は 繰 り 返 し そ う 言 い 聞 か せ た 。 こ れ で い い ん だ 。

今 日 は 一 番 大 事 な 炎 の と こ ろ に 色 を 加 え て い く は ず だ っ た 。 で も 、 何 か 気 が 進 ま な い 。 そ れ 35

で 美 術 室 へ 行 く の を な ん と な く た め ら っ て い た の だ 。

「 有 紀 、 私 、 今 日 は お 休 み す る 。 」
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「 え え 、 ど う し た の 。 大 事 な 時 な の に 。 何 か 用 事 な の 。 」

驚 く 有 紀 か ら 顔 を 背 け る よ う に 、 理 沙 は 鞄 を 持 っ て 教 室 を 駆 け 出 し て い っ た 。

そ む か ば ん

「 あ ら 、 も う 帰 っ て た の 。 ど う し た の 。 」 4
0

作 品 の 仕 上 げ で 連 日 帰 り が 遅 い 理 沙 が 先 に 帰 宅 し て い る の で 、 母 は 驚 い た 声 を 上 げ た 。 理 沙 は 、

「 ち ょ っ と 。 」

と あ い ま い な 返 事 を し て 口 ご も っ た 。

「 ず っ と 集 中 し て た か ら 疲 れ が 出 た の か も ね 。 そ う い う 時 は 少 し 休 ん だ 方 が い い わ 。 今 日 は お

父 さ ん も 早 い の よ 。 お 母 さ ん も 理 沙 に 負 け ず に 美 味 し い も の 作 る か ら 、 期 待 し て て 。 」 45

母 の 明 る い 声 に 理 沙 は 少 し 笑 顏 に な っ た 。

家 族 揃 っ た 食 事 で 、 父 は 上 機 嫌 だ っ た 。 会 話 が は ず ん だ と こ ろ で 理 沙 が 口 を 開 い た 。

「 ね え 、 お 父 さ ん 。 有 名 な 画 家 の 作 品 を 真 似 し て 描 く の っ て 悪 い こ と じ ゃ な い よ ね 。 」

「 な ん だ い 、 突 然 に 。 そ う だ ね 。 い い な と 思 う 作 品 を 模 写 し て タ ッ チ や 色 遣 い を 真 似 し て み る

の は い い 練 習 に な る よ 。 自 分 ら し い ス タ イ ル を 作 っ て い く た め に も 必 要 な こ と だ ね 。 」 5
0

「 う ん 。 そ れ は 分 か っ て る け ど … … 。 」

い つ も と 違 っ て 歯 切 れ の 悪 い 理 沙 の 様 子 に 、 父 も 何 か 違 う も の を 感 じ た よ う だ 。

「 友 達 が … … 、 あ の 、 美 術 部 の 友 達 が コ ン ク ー ル 作 品 を 作 っ て る ん だ け ど 。 別 の 作 品 か ら ヒ ン

ト を も ら っ た っ て 、 そ う 言 っ て た か ら 。 私 は 、 た だ ヒ ン ト を も ら っ た だ け な ん だ か ら 、 い い ん

じ ゃ な い 、 っ て 答 え た ん だ け ど 。 だ け ど 、 ち ょ っ と 気 に な っ た か ら … … 。 」 5
5

「 あ あ 、 理 沙 も 描 い て る コ ン ク ー ル の 出 品 作 か 。 他 の 人 の 作 品 を 見 て ア イ デ ィ ア が 浮 か ぶ こ と

は 誰 で も あ る だ ろ う ね 。 そ の ぐ ら い 気 に す る こ と な い ん じ ゃ な い か 。 」

父 の 言 葉 に 理 沙 は ち ょ っ と ほ っ と し た 。 そ の 樣 子 を 見 て 父 は 言 葉 を 続 け た 。

「 だ け ど 、 そ の 友 達 は 、 気 に し て る ん だ ね 。 な ん で 気 に な る ん だ ろ う ね 。 」

「 う ー ん 。 分 か ら な い け ど 。 」 60

「 お 父 さ ん や 理 沙 が 、 構 わ な い 、 っ て 言 っ た ら 、 気 に な ら な く な る の か な 。 」

理 沙 は 黙 っ た ま ま 、 自 分 を 見 つ め る 父 か ら 目 を そ ら し た 。

「 そ の 友 達 は 、 な ん だ か 自 分 へ の 言 い 訳 を 探 し て る よ う に 見 え る な 。 そ ん な 気 持 ち で い い 作 品

が で き る ん だ ろ う か 。 作 品 は ず っ と 残 る ん だ よ 。 」

顔 を 上 げ た 理 沙 と 目 が 合 う と 、 父 は 優 し い 声 で 続 け た 。 6
5

「 そ の 友 達 の 気 持 ち を も っ と 聞 い て あ げ た ら ど う か な 。 本 当 は 、 そ の 子 は も う 分 か っ て る ん じ ゃ

な い か 。 自 分 が ダ メ だ と 思 っ た ら ダ メ だ っ て 。 」

部 屋 に 戻 っ た 理 沙 の 胸 に 父 の 最 後 の 言 葉 が 響 い た 。

ず っ と 見 な い で い た あ の 版 画 を 理 沙 は も う 一 度 開 い て 見 た 。 暗 闇 に 浮 か び あ が る 赤 い 炎 。 そ

の 炎 の 筋 が 周 り の 人 々 を か す か に 照 ら し 出 し て い る 。 7
0

画 家 は こ の 炎 を 見 た ん だ 。 闇 の 中 で 人 々 を 照 ら す 炎 を 。 で も 自 分 に は そ れ が 見 え な い 。 こ の

炎 を 見 て い な い か ら 。 暗 闇 の 中 で 輝 く こ の 炎 を 私 は 描 く こ と は で き な い 。

自 分 が ダ メ と 思 っ た ら ダ メ な ん だ 。

理 沙 は そ っ と 画 集 を 閉 じ て 本 棚 に 戻 し た 。 あ の 作 品 を 完 成 す る こ と は で き な い 。 新 し い 作 品

を 描 き 始 め て も も う 締 切 に は 間 に 合 わ な い だ ろ う 。 で も … … 。 7
5

理 沙 は ス ケ ッ チ ブ ッ ク を 取 り 出 す と 、 夢 中 で 鉛 筆 を 走 ら せ て い っ た 。

文 部 科 学 省 『 中 学 校 道 徳 読 み 物 資 料 』 よ り
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資料の主な場面 主人公の心の動き 発問 生徒の反応・とらえ 価値

　コンクールに出す
作品の下絵の締切
が明日なのに、里
沙は全然描けな
い。不安を抱えな
がら画集を見てい
ると、ある版画に目
がとまった。

　イメージが浮か
び、里沙は下絵を
仕上げ、美術部の
先生に見せる。す
ばらしい出来栄え
を褒められるが、
テーマについて聞
かれ、言葉に詰
まってしまう。

　締切が迫っている
のに、筆が進まな
い。美術部員の有
紀も作品の仕上が
りを楽しみにしてく
れているが、一番
大事な炎に色を付
ける日に部活を休
んでしまった。

　提出物などの締
切が迫っているの
に、できあがりそう
にないときはどのよ
うな気持ちになるだ
ろう。

　帰りが早いことに
家族は驚く。夕食
で、里沙は心に
引っかかっているこ
とを、まるで友達の
ことのように父に話
す。父の最後の言
葉が里沙の胸に響
く。

ずっと見ないでいた
あの版画を見て、
締切には間に合わ
ないだろうと思いな
がらも、里沙はス
ケッチブックを取り
出し、夢中で鉛筆を
走らせていった。

　コンクールが迫っ
ているのに、全然
描けない。周囲か
らの期待も大きい
のに、今年は出品
すらできないかもし
れない。そんな不
安に駆られている。

道徳　資料分析表　資料名『闇の中の炎』

・はやく仕上げなければなら
ない。
・焦るばっかりで全然進まな
い。
・とにかく少しでも進めよう。
・イライラして周囲に八つ当た
りをしてしまう。
・間に合わなかったら、休んで
しまおう。
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危機管理研修 (90分コース)

【研修のねらい】

・学校に起こると想定されるあらゆる危機について、事例を使った演習や講義を通して学び、

危機管理の能力向上を目指す。

【研修の展開例】

１．演習 (45分) 説明５分

①具体的危機の事例について、自分の考え(対応)を書く。(３分×４)12分

②班で対応を協議し、学び合う。(５分×４)20分

③各事例について代表の班が発表する。(２分×４)８分

【具体的事例の分類と演習問題例】

①いじめによる不登校や自殺

②校内・校外(部活動中、修学旅行中)の事故(器具による、熱中症、ケンカ等)

③体罰(暴言)、対教師暴力

④地域住民のクレーム(登下校時、部活動時の音声、校内放送、エアコン室外機音、

交通マナー)

⑤災害時の措置…台風、地震、火事 (校外学習時も含む)

⑥教職員の不祥事…交通違反、猥褻事件、情報漏洩

⑦不審者…校内への侵入、地域での事件

⑧その他…保護者への欠席確認義務、部活動引率・立ち会い義務

Ｘ高校で、夏季休業中にバスケットボール部が練習していたところ、２年生の男子生徒が熱中

症で 倒れ、死亡してしまった。いつも通りの練習であり、今までに事故はなかったが、学校や

顧問の責任は どのように問われるか。

高校１年生の男子Ａの両親から、Ａが同級生数名から執拗ないじめや、学校内外での執拗なつ

きま とい行為を受けたために、転校せざるを得なくなったとして、慰謝料と転居のために必要

となった費 用の賠償を求められた。いじめを防止できなかったという点で学校に安全配慮義務

違反があるとさ れた場合、転居費用を支払う必要があるか。

生徒指導担当のＸ教諭は、指導に熱が入ると生徒に対して「学校のルールを守れないなら死ん

でし まえ」「人間のクズだ」などの発言をしてしまう。何人かの生徒はそうした指導から不登校

になってし まい、不登校になった保護者から訴えられた。学校側はどのような責任を問われる

ことになるか。

Ｘ市では全ての小中学校の全教室へエアコンを設置した。すると、Ｙ小学校の近隣の住民から

室外 機から発せられる騒音が受忍の限度を超えているとして、市を相手にして室外機ま撤去と、

過去及 び将来の騒音被害に対する慰謝料の支払いを求めた。

２．講義(30分)

①危機を想定して、予防すべきこと

・教職員全員の具体的な危機と予防策の共有

②危機が起こったときの適切・迅速な対応 ※特に児童・生徒の死亡事故・自殺

・教職員の適切な事後処理方法の共有
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・警察や関係機関へ相談すべき事例

・県・市町村教委への報告・相談、生徒への説明、保護者への説明、地域への説明、

マスコミへの説明

３．振り返り 振り返り用紙記入(５分)、共有(５分)

４．まとめ(５分)

【備 考】

・準備

事例研究用記入用紙

振り返り用紙
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「いじめへの対応といじめ防止」研修 (90分コース)

【研修のねらい】

○いじめや不登校等についての理解を深め、指導・支援に生かすための手立てを学び、生徒や保護

者とのかかわりに生かす。

○いじめや不登校等についての課題に対して組織の力を生かして解決する手立てを学びます。

【研修の流れ】４人１組で班編制をしたときの例

１．今までの職場で実際にあったいじめ事例について、個人情報に配慮して事実経過と対応につい

て班の中で説明し、質疑応答をする。各５分(５人の班は４分) ２０分

２．各自いじめ防止活動のアイデアを付箋に記入する。(付箋は一人５枚配付)生徒主体のいじめ防

止(学年、ＨＲ、部活動、生徒会でどう取り組むか) １０分

３．付箋を班ごとにＫＪ法で分類してまとめる。（Ａ３用紙） １０分

４．各班ごとにいじめ防止活動アイデアカードに記入して提出する。 ５分

５．アイデアを読み上げる。(全部の班のものをまとめて印刷し、あとで全員に配付する) １０分

６．各自、本時に学んだこと・気付いたことを振り返りシート記入する。 ５分

７．講義 全国の先進的ないじめ防止活動や、他国のいじめ対策について ２０分

８．班内で、一人30秒程度で振り返りシートに書いた内容を発表する。 ５分

９．まとめ ５分

【備 考】

○事前準備について

・Ａ３用紙、付箋紙、マジック

○「７．講義」については、事項を参考に国内、外を問わず、様々な事例を紹介し、研修目的の周

知に生かす
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カリキュラム・マネジメント研修（90分コース）

【研修のねらい】

・教師一人ひとりが学校のカリキュラムを創り、カリキュラムの評価を行うという意識を持つ。

・個々の教員ではなく、集団で協同してカリキュラムを創りあげるという体制づくりに役立つ。

・自分たちが「学校づくり」の中心になり、結果的に「特色ある」学校をつくることができる。

【研修の展開例】

１．はじめに(３分)「カリキュラムマネジメントとは何か？」

２．演習１ 授業を通して、生徒につけたいと思っている力を付箋１枚につき１つ書く(５分)

※付箋は粘着部が左側にくるようにして横書き

３．演習２ 台紙１の「授業を通して生徒につけたい力」に演習１で書いた付箋を貼り付け、類似

した内容の付箋ごとにまとめて表題をつける(10分)

例：礼儀、遵法精神、思考力、表現力、コミュニケーション力、技術力、忍耐力

できれば「授業を通して生徒につけたい力」と「その力をつけるために実践していること」

を並べて、対応がわかるようにまとめる。

４．演習３ 演習１で書いた力をつけるために授業で実践していること、工夫を、付箋１枚につき

一つある程度具体的に書く(５分)

例：チャイムスタートチャイムエンド、実習ごとのレポート、毎時間一人一分スピーチ

５．演習４ 台紙２に演習３で書いた付箋を貼り付け、先ほどと同様に類似した内容の付箋ごとに

まとめて表題をつける(10分)

例：時間や締め切りを守らせる、レポート、口頭での発表、レジュメ・ワークシートの工夫

※ 班編制は、科目や年齢・性別が偏らないようにし、他教科の先生方との共通理解を図る。

６．各班のワークシートを全員で見合う(10分)

７．講義(20分)

８．演習５ 総合的な学習の時間の内容に各教科がどのようにかかわるかを考え、協議する。

生徒につけたい力を全体として実現するために、各教科がどのように連携できるかを考える。

付箋１枚につき一つのアイデアを書く。(10分)

９．振り返り 振り返り用紙記入（５分） 共有(５分)

10．まとめ(７分)

【備 考】

・用意するもの（ワークシート、付箋紙、ストップウォッチ）
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組織マネジメント研修（60分～120分コース）

【研修のねらい】

○学校運営をはじめ、部活動、学年・学級運営など教育現場で必要となる組織マネジメ

ントについて、より良い運営を目指す。

【研修の展開例】１班４～６人編制での展開例

１．はじめに ３分～５分

学校における組織マネジメントとは

２．演習１「学校を分析しよう」 １５分～３０分

(１) 自校のミッション（使命・存在意義）について、教員の立場、生徒の立場、保

護者の立場、地域住民の立場から考え演習用紙に記入する。

(２) 自校の現状を付箋に数多く記入（ブレインストーミング）

ピンク付箋：学校内の強み、学校外の支援的要因（プラス要素）

ブルー付箋：学校内の弱み、学校外の阻害的要因（マイナス要素）

(３) グループでＳＷＯＴマトリックス用紙にまとめる。

※(１)、(２)は個人、(３)はグループ

３．講義 １５分～３０分

○ 講義内容

・学校組織マネジメントのねらい

① 教職員の職能開発と学校経営への協働参画の重要性の理解

② 協働重視型の学年・学級経営向けた認識の転換

③ 組織の同僚性の向上（コミュニケーションの活性化）

・本研修のねらい

学校の現状把握し、目指す学校像をつくることで、学校全体で取り組むべき課

題と解決の方向性を確認する

・組織マネジメントで使用する手法について

（ＳＷＯＴ分析、学校活性化に向けた実効策検討シート）

４ 演習２「学校を活性化（特色ある学校）しよう」＜グループ＞ ２２分～４５分

(１) 自校のＳＷＯＴ分析のプラス事項から、自校ならではの特色ある活動や取組を

数多く付箋に記入。

(２) 事項のＳＷＯＴ分析のマイナス事項から、問題解決策を数多く付箋に記入。

(３) 実効策検討シートに配置することで、まず手を付けるべき取組や方策を決定す

る。

(４) まず手を付けるべき取組や方策について発表し、共有する。

５ まとめ・振り返り ５分～１０分

(１) 振り返り（学校全体の取組や方策を確認し、自分自身のミッションを考える。

【備 考】

・準備 ＳＷＯＴ用紙 事例研究用記入用紙 振り返り用紙 付箋 マジック


